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量のバ ッグに対象光触媒物質 と共に封入 し、1mW!cm2
強度の紫外線 を時間T照 射 したアセ トアルデ ヒドガス
残留濃度 と、初発ガス濃度の比、すなわち残留ガス濃度
比を光触媒効果rlとする。
















度定数 岳ω も、測定時間Tの 関数となる。さらに、反応
速度定数 んω は、システム定数 αを変数に含む。システ
ム条件や、観測時間を変数に含む光触媒効果や反応速度










































爆 渤 質(2)一煮 器(、)一。°.°s.000、一 …(2.7)
一方、照射時間Tを1時 間と仮定する場合、報道物質の
光触媒効果倍数は、次のように10倍となる。















ま た 報 道 物 質 の 反 応 速 度 比 は 、 照 射 時 間 が1時 間 の 場 合
で も 、 次 の よ う に 、 値 の2と な る。
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π鋤 質 一l°g(°.°1)log(0.1)一一Z=2-1(2.1・)
反応速度 比£は、光触媒効果倍数叙 丁)とは異 な り、経過
時間に関与 しない普遍 的な量、す なわち光触 媒物質の一
種の固有値 と言え る。
一方、光触 媒効果倍数 は、直観 的に判 り易い量であ り、





















式2.12に 示 す よ う に 、 基 準 時 間Tだ け 照 射 した 場 合 の
基準光触媒物質の残留ガス濃度比WS(T)、光触媒効果倍数
Wo
rl(T)と反応 速度比klは、一意 に定ま る。 この関係 か ら、

















同様 に、市販触媒 の石原 産業 の 白金担 酸化チ タン
MPT-623の光触媒効果倍数参(1)ニ145倍であり、反応
速 度 比 瘍 は 、2.08と な る 。
萄 一 ・-l°gl{rp(1)1}loglWyvo1)1-・+l°g(1452)-2.・8②15)
式2.12～2.15に示 した よ うに、照射 時間Tを 明確 に表






























































酸化チタン 第2物 質アルカリ塩溶液 酸 ・イオン交換
噛隷曲紬
酸化チタンスラリ作成 混合スラリ作成 量子触媒スラリ


















分 λ12ピッチの疎密状態を呈す る準定在波(以 降、粗密
波 と略称する)が生 じる。iTPホー ン端面が同心2重 円





















iTPホー ンは、複数の位相の異なるコヒー レン ト超音








































す る量子触媒 の反応速度 比 を評価 し、分散 能力の定量評
価 を実施 す る。
図3.5左の写真 は、iTPホー ンの試作ベ ッセル装填状態
を示す傭目敢図 である。試 作ベ ッセル底 面に設 置 した3段
円筒構 造体がiTPホー ンであ り、最上段 が第2放 射部、
中殺 が第1放 射部、最下殺 はiTPホーン支持 体である。
図3.5右の写真 は、図3.5左の試作ベ ッセル に水 を満た
し100wの 超音波 を放射 した場合の試作ベ ッセル 内の傭
目敢図を示す。 図3.5左 に示す よ うに超臨界場が存在 しな
い場合には、iTPホ ーン と支持 体の円筒体構造が 同心 円
状構 造を成 してい ることが観 測でき る。 図3.5右 の超臨
界場を発生 させた場合 には、iTPホー ン各段の 円筒体構
造が大 きく歪み 、端 面が 円形 に観 えない。 さらに、歪み
が各段で異 な り、同心円構 造で ある とは言 い難 い状態 に
観 え る。溶液密度 が超 臨界場で異 な り、光 の屈折率が変
化 す るこ とで透過す る光が均一で無 くな り、粗密 波の境
界近傍 で屈折が発 生 したため と考え られ る。
従 来の平坦 ホー ンが発 生す る細い線 状の超 臨界場 とは
異な り、iTPホー ンは立体的に分布 す る超臨界場 を発生
す る。 この立体的 に分布す る超 臨界場 は、iTPホー ンが
放 射す る2種 のコ ヒー レン ト粗密波 の圧力 差がパ ラメ ト
リック振動を発 生 させ てい ることに起因す る。
主要成分 の粗密波 を、ベ ッセル 内で共振 させ 、準定在波
を発 生 させ るこ とで、 さらな る超 臨界場 の分布 を拡大 さ









図3.5ベ ッ セ ル に 装 填 し たiTPホ ー ン(左)と 超 臨 界 生 成
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